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令和８年度
墨田区予算編成に
関する要望書を

山本区長に提出しました

墨田区議会自由民主党・無所属会派報
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■発行／墨田区議会 自由民主党・無所属（墨田区吾妻橋 1-23-20）
■発行責任者／坂井 ユカコ

スマホやパソコンで
議会活動をご覧いただけます。

墨田区議会自由民主党
お気軽にご意見をお寄せください。

https://jimin-sumida.jp/

墨田区議会HPYouTubeFacebook会派HP

本
会
議
の

全
動
画
は

コ
チ
ラ
！

自由民主党・無所属  副幹事長
文花２丁目４ー７ー２F
070-8998-9021

井上 ひろき
デジタル化で生活を便利に、民泊の諸課題には現
場の声で向き合います。時代の変化に即した実効
性のある解決策を形にします。

墨田区基本計画調査委員会　副委員長
京島３丁目５３ー２
090-9324-1582

あべ よしたけ
新年あけましておめでとうございます。教育と子育て、
暮らしの安心を大切に、地域とともに住み続けたい
墨田のまちづくりに取り組んでまいります。

企画総務委員会  副委員長
文花２丁目３ー７
080-4128-6594

大門 しろう
本年もよろしくお願いいたします。子供たちとすみだ
の未来のため、一歩ずつ着実に施策の実現に向け
て歩みを進めていきます！

企画総務委員会  委員長
墨田４丁目１９ー１０
090-7218-9569

堀 よしあき（無所属）
あけましておめでとうございます。責任世代の一人と
して、持続可能な墨田区を目指し、行財政改革や
議会改革を更に推し進めます。

子ども文教委員会  委員長
業平４丁目５ー１６
03-3618-6125

福田 はるみ
今年も健康で笑顔で過ごせる一年になりますようお
祈りしています。笑う門には福春来り。スマイルす
みだ

自由民主党・無所属  副幹事長
東向島３丁目１５ー２１ー５０２
090-5399-0322

加藤 ひろき
新年明けましておめでとう御座います。
『あなたの声で、すぐ動く！』全力で駆け抜けて参りま
す。本年もご指導宜しくお願い致します。

区民福祉委員会  副委員長
東向島６丁目４８ー８ー１０２
090-8174-1663

小林 しょう
住みよい「すみだ」をあなたとともに。今年も現場
第一で走り抜きます。変わらぬご指導ご鞭撻を何卒
宜しくお願いいたします。

議会改革特別委員会  副委員長
吾妻橋１丁目２３ー２０（自民党控室）
080-9462-1989

稲葉 かずひろ
あけましておめでとうございます。新しい年も常に前
向きに、そして謙虚に、地域のために尽力します。
本年も宜しくお願いします。

常任委員会TOPICS

国内外の社会経済情勢の急速な変化を的確に見
極め、更なる積極的な投資を行うことを求めました。

区内全世帯に【1万円相当】の商品券等を配布します
長引く物価高騰の影響から区民の皆様の生活を守るため、全世帯を
対象とした取り組みです。 所得制限はありません。 ご自身のライフスタイ
ルに合わせて複数のメニューより選択可能です。 案内通知の発送は、
2月中旬頃より順次発送を予定しています。

親亡き後の不安解消へ。障害者施設の整備を求める陳情
障害者の重度化や家族の高齢化を見据え、入所施設やグループホー
ムの早期整備を求める陳情を採択しました。医療的ケア児者や強度
行動障害の方も受け入れ可能な複合型施設の設置、およびニーズに
基づいた計画的な住まいの確保を、区に対して働きかけてまいります。

区民福祉委員会
左から／小林しょう副委員長・井上ひろき委員

庁舎１・２階及びすみだリバーサイドホール改修工事請負契約について
同請負契約における複数業者へ入札を促す努力や、工事中の調整
体制について確認。また同契約後、すぐに工事が始まるとのことだが、
来庁者への影響が大きくならないように要望を行うと共に、区民への周
知や工事中の安全確保についても徹底するよう要望を行いました。

墨田区シティプロモーション戦略プランの改定について
現行プランにおいてはシビックプライドの醸成や、区民の愛着度向上
は一定の成果が上がったと考えるが、区外へのイメージ発信や区の魅
力度向上にはついては課題であると考え、今後、課題解決のため、
著名人によるＰＲ大使の活用について要望を行いました。

企画総務委員会
左から／大門しろう副委員長・堀よしあき委員長・坂井ユカコ委員

墨田区内における都立児童相談所の新設について
令和 9 年度に子育て支援総合センター内に都立児童相談所の拠点
が新設されます。児童虐待の対応や、困難を抱える家庭を早期に支
援するため、専門性を生かした包括的な支援体制が整備されます。都
と区の役割分担の確認等を行い実効的な施設になるように求めました。

小中学校における温水洗浄機能付便座の導入について
小中学校の改修計画の中で、トイレに関して洋式率 100％を目指すと
されています。現在の進捗は約 85％となっているため、早急に目標の
100％になるように求めました。更に、家庭や公共施設等で主流となっ
ている温水洗浄機能付き便座の全校設置を求めました。

子ども文教委員会
左から／しもむら緑委員・福田はるみ委員長・稲葉かずひろ委員

大横川親水公園における指定管理者制度導入について
公園内（魚釣り場等）で利用者の安全確保のために近隣住民の方
に尽力頂いている現状を踏まえ、今後も力を発揮して頂くために指定
管理者の募集要項に「区内人材の活用」を盛り込むことを要望。記
載し区民雇用・区内事業の活用に繋げていくという答弁を得ました。

区内循環バスのルート見直し案について
東向島・向島・墨田を運行するルート変更に関し、前回示され慎重
な検討を求めた大幅な短縮案ではなく、既存ルートに近い形となったこ
とは評価するも、押上駅への乗り込みなど、柔軟に検討していくことを
要望しました。

地域産業都市委員会
左から／あべよしたけ委員・佐藤篤委員・加藤ひろき委員

主な要望項目

・学校給食費の徴収免除の継続
・プレミアム付デジタル商品券の継続的な実施
・複合災害に備えた対策、支援が必要な住民への
  個別支援計画の着実な進展
・産業観光マスタープランに基づく中小企業等への支援
・学童クラブの待機児童解消、放課後子ども教室の
  確実な計画推進、民間学童への補助制度の創設
・健康寿命延伸へ向けた高齢者の健康づくりの推進
・私立幼稚園の特定負担額補助制度の創設及び
  教育充実に関する予算拡充
・学校及び公共施設への温水洗浄機能付き便座の設置

この他、重点要望２１項目、要望４９項目を提案し実現を
求めました。

自由民主党・無所属  幹事長
議会運営委員会  委員長
東駒形2丁目２ー４　　090-3617-4313

心身ともに健やかで笑顔あふれる墨田へ。地域の
絆を大切に、誰もが安心して暮らせる区政を進めま
す。今年もよろしくお願いします。

坂井 ユカコ

子ども文教委員会  委員
亀沢４丁目２２ー８ー６０８
080-2443-0212

令和 8 年も教育・予防医療・防犯防災に尽力し、
国の未来を支え、希望ある街づくりを進めてまいりま
す。本年もよろしくお願いいたします。

しもむら 緑

墨田区議会議長
京島３丁目９ー１０ー１０１
090-8567-8293

４期目の公約達成状況は９０点でした。議員として
１５年、選出いただいた区民の皆様の公正と信義
を大切に、丁寧に仕事をします。

佐藤　篤
紹介所属議員

＆
新年のご挨拶
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　今年度の最重要課題の一つである住宅宿泊
事業法・旅館業法の条例が可決され、住民の
安心・安全を守るため、行政に監視体制の徹底
強化を求める付帯決議を付しました。今後も実効
性ある対策を強く要望してまいります。
　また、会派で京都市を訪問し、全国的にも先
進的な民泊対策を視察しました。区域ごとの規制
や監視体制の強化、24 時間通報窓口など、生
活環境への影響を抑える仕組みを学ぶことができ
ました。こうした知見を墨田区の議論にも活かし、
適切なルールづくりと地域負担の軽減、観光との
調和を図る政策を推進します。

令
和
８
年
度

予
算
編
成
に
つ
い
て

新
基
本
構
想
初
年
度
と
し
て
、
堅
調

な
歳
入
状
況
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、

学
校
改
築
等
の
将
来
需
要
を
見
据
え
た
予
算

編
成
を
行
う
の
か
。
ま
た
、
長
期
化
す
る
物

価
高
騰
に
対
し
、
国
を
待
た
ず
迅
速
な
区
独

自
支
援
を
行
う
考
え
を
問
う
。

税
収
等
の
伸
び
を
背
景
に
基
金
を
積

み
立
て
、
安
定
し
た
財
政
基
盤
を
構

築
し
て
き
た
。
先
行
き
不
透
明
な
中
で
も
人

が
主
役
の
施
策
を
的
確
に
推
進
す
る
。
物
価

高
に
は
補
正
予
算
に
よ
り
速
や
か
に
対
応
す
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
等
の
策
定
に

向
け
た
進
捗
状
況
を
問
う
。
小
村
井

駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
の
早
期
改
善
、
今
後
新

型
有
料
特
急
が
導
入
さ
れ
る
予
定
の
押
上
駅

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
混
雑
対
策
と
将

来
を
見
据
え
た
整
備
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

ア
ン
ケ
ー
ト
や
ま
ち
歩
き
点
検
を
通
じ

て
意
見
を
収
集
し
、
基
本
構
想
素
案

と
重
点
整
備
地
区
を
整
理
し
た
。
小
村
井
駅

は
来
年
度
着
手
の
意
向
が
示
さ
れ
、
押
上
駅

は
新
体
制
で
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
る
。

高
齢
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て

補
聴
器
購
入
助
成
の
更
な
る
充
実
、

高
齢
者
の
外
出
促
進
に
向
け
た
シ
ル

バ
ー
パ
ス
支
援
、
通
い
の
場
の
検
証
と
周
知
改

善
、
公
園
の
健
康
器
具
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

補
聴
器
助
成
は
拡
充
し
て
き
た
が
、

価
格
動
向
等
を
踏
ま
え
見
直
し
を
検

討
す
る
。
シ
ル
バ
ー
パ
ス
支
援
は
他
区
事
例
を

注
視
し
助
成
制
度
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。
通
い
の
場
は
大
学
連
携
で
効
果
検
証
を

行
い
、
ま
た
高
齢
者
向
け
の
健
康
器
具
整
備

も
進
め
る
。

基
金
・
債
券
運
用
の
在
り
方

及
び
情
報
発
信
に
つ
い
て

基
金
目
標
値
の
再
設
定
、
金
利
上

昇
局
面
に
お
け
る
債
券
運
用
の
拡
大

と
安
全
性
確
保
、
併
せ
て
区
民
に
対
す
る
運

用
状
況
の
情
報
発
信
の
充
実
に
つ
い
て
所
見

を
問
う
。現

行
計
画
の
目
標
は
達
成
し
て
お
り
、

次
期
計
画
で
は
施
設
改
築
需
要
や
物

価
高
を
踏
ま
え
具
体
的
目
標
を
設
定
す
る
。

債
券
運
用
は
専
門
家
の
知
見
を
活
用
し
、
運

用
実
績
等
を
来
年
１
月
以
降
公
開
す
る
。

教
育
施
策
に
つ
い
て

教
育
費
無
償
化
に
関
す
る
区
の
明
確

な
基
準
、
体
験
型
英
語
教
育
の
更
な

る
充
実
、
生
成
A
I
時
代
に
対
応
し
た
国
語

教
育
に
お
け
る
「
書
く
力
」
の
育
成
方
針
に
つ

い
て
問
う
。給

食
費
や
修
学
旅
行
の
公
費
化
に
よ

り
教
育
内
容
は
充
実
し
た
。
保
護
者

負
担
は
従
来
基
準
を
踏
ま
え
対
応
す
る
。
英

語
は
実
践
的
学
習
を
強
化
し
、
書
く
力
は
全

教
科
の
基
盤
と
し
て
育
成
し
て
い
く
。

小林しょう議員

動
画
は

コ
チ
ラ

障
害
者
が「
親
な
き
後
」も

地
域
で
暮
ら
す
た
め
に

現
在
、
八
広
で
重
度
身
体
障
害
者
向

け
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
工
事
が
進

ん
で
い
る
。「
す
み
だ
で
暮
ら
し
続
け
た
い
」
と

の
想
い
を
叶
え
る
施
設
に
な
る
こ
と
を
願
う
。

障
害
者
向
け
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
現
状
に
つ
い
て
、

認
識
と
課
題
を
区
長
に
問
う
。

障
害
福
祉
総
合
計
画
に
お
い
て
、
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
状
況
を
推
計
し
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。

訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
や
日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
な
ど
多
様
な
地
域
の
担
い
手
と
連
携
し
た

地
域
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
づ
く
り
が
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

本
区
独
自
の
補
助
施
策
と

計
画
の
方
向
性
に
つ
い
て

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
運
営
事
業
者
を
積
極

的
に
区
内
へ
誘
導
す
る
た
め
、
施
設
整

備
費
補
助
等
の
施
策
を
区
と
し
て
打
ち
出
す
べ

き
と
考
え
る
が
、区
長
の
見
解
を
問
う
。
併
せ
て
、

次
期
基
本
計
画
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等

の
整
備
に
対
す
る
区
の
姿
勢
を
問
う
。

区
独
自
の
補
助
制
度
の
導
入
は
有
用

で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
現
在
整
備
中

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
事
業
効
果
等
を
参
考
に
、

ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
次
期
障
害
福

祉
総
合
計
画
の
改
定
の
中
で
検
討
す
る
。
そ
れ

と
同
時
に
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
位
置
付
け
や
供

給
方
針
、
必
要
数
も
戦
略
的
に
検
討
す
る
。

大門しろう議員

動
画
は

コ
チ
ラ

各
種
選
挙
に
お
け
る
投
票
率

向
上
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

期
日
前
投
票
所
に
レ
バ
ー
を
回
し
て
カ

プ
セ
ル
ト
イ
が
出
る
マ
シ
ン
を
設
置
し
、

子
ど
も
向
け
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
配
る
こ
と

で
、
子
ど
も
に
と
っ
て
も
「
楽
し
い
記
憶
」
が
付

随
し
、
家
族
ぐ
る
み
で
の
来
場
動
機
を
強
化
す

る
こ
と
が
可
能
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

若
年
層
の
投
票
率
向
上
に
つ
い
て
三
点

伺
う
。①
若
年
層
の
投
票
率
の
分
析
、

課
題
認
識
に
つ
い
て
②
期
日
前
投
票
所
の
場
所

や
運
営
の
在
り
方
を
見
直
す
考
え
は
あ
る
か
③

「
選
挙
の
は
な
し
」
の
改
善
に
加
え
、
北
斎
の

投
票
証
明
書
を
活
用
し
た
、
若
者
の
初
投
票

を
記
念
で
残
せ
る
仕
組
み
の
導
入
に
つ
い
て

①
令
和
６
年
に
実
施
さ
れ
た
選
挙
で
は
、

２０
代
の
投
票
率
が
他
年
齢
層
と
比
較

し
て
低
い
傾
向
に
あ
る
。②
ま
ず
は
公
共
施
設
を

活
用
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

③「
選
挙
の
は
な
し
」
は
、
若
者
が
区
政
に
興

味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
見
直
し
を
図
る
。

投
票
証
明
書
の
活
用
は
、
初
投
票
の
記
念
と
な

る
よ
う
、
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

投
票
所
内
の
管
理
上
の
課
題
な
ど
、

他
自
治
体
に
お
け
る
実
施
事
例
を
研

究
し
な
が
ら
、
投
票
所
以
外
の
選
挙
啓
発
の
機

会
に
お
け
る
実
施
も
含
め
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
で
き
る
か
検
討
し
て
い
く
。

あべよしたけ議員

動
画
は

コ
チ
ラ

小
学
校
の
学
校
選
択
制
度
が

町
会
活
動
の
担
い
手
確
保
に

与
え
る
影
響
と
対
応
に
つ
い
て

区
内
で
は
町
会
・
自
治
会
の
担
い
手
不

足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。①
学
校
選
択

制
度
に
よ
り
地
域
・
学
校
・
町
会
の
つ
な
が
り
が

弱
ま
る
中
、
町
会
活
動
を
持
続
可
能
に
す
る
た

め
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
支
援
方
針
を
伺
う
。②
通
学
区

域
を
越
え
て
住
民
が
地
域
活
動
に
参
画
で
き
る

仕
組
み
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る
の
か
。

①
若
者
世
代
に
向
け
、S
N
S
等
の
デ

ジ
タ
ル
活
用
講
座
の
実
施
や
町
会
情
報

発
信
ア
プ
リ
導
入
の
検
討
な
ど
、
支
援
の
充
実

に
努
め
る
。②
青
少
年
育
成
委
員
会
や
連
合
町

会
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
交
流
の
場
を
広

げ
、
通
学
区
域
を
越
え
た
連
携
を
推
進
す
る
。

京
島
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

京
島
地
区
で
は
老
朽
木
造
住
宅
の
建

替
え
支
援
等
に
よ
り
防
災
性
向
上
が

進
め
ら
れ
て
き
た
。①
取
組
を
さ
ら
に
推
進
し

地
域
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、
区
は
ど
の
よ

う
な
方
向
性
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
の
か
。

②
事
業
継
続
に
向
け
た
具
体
的
な
整
備
の
考

え
方
を
伺
う
。

①
取
組
の
積
極
的
な
情
報
発
信
を
行
い

、
京
島
な
ら
で
は
の
地
域
活
動
が
継
続

す
る
よ
う
支
援
す
る
。②
防
災
街
区
整
備
の
候

補
地
掘
り
起
こ
し
や
助
成
制
度
の
普
及
、
道
路

・
広
場
・
緑
地
整
備
を
進
め
、
関
係
団
体
と
連

携
し
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

会派で京都市を訪問し、先進的な民泊対策の取組を視察。地域
の安心・安全と観光調和の政策づくりに活かします。

民泊・旅館
規制強化

TOPICS

新年のご挨拶
墨田区自由民主党・無所属  幹事長

坂井  ユカコ
墨田区議会  議長

佐藤  篤
謹んで新年のお慶びを申し上げます。本年は 60 年に一度の午年、
昨年の新政権誕生を契機に、新たな時代が動き始めたと感じていま
す。区議会自民党は第一会派として、引き続き都・国との連携を大
切に、区政の発展と福祉増進に取り組んでまいります。幹事長として、
皆様の思いに丁寧に向き合い、地域の課題解決とより良いまちづく
りを一歩ずつ進め、墨田区の未来を皆様と共に築いていきたいと考
えています。本年も変わらぬご支援をお願い申し上げます。

区民の皆様におかれましては、新春を健やかにお迎えのこととお慶
び申し上げます。また、新成人の皆様に心よりお祝い申し上げます。
　「世論の分断」が叫ばれるいま、国民主権の意義を踏まえつつ、
先人の歩みに思いを致しながら、議事機関の本来の役割である「民
意の統合」について考える一年にしたいと切願しております。
　本年も私たちに皆様の貴重なご意見を賜りますよう、よろしくお願
いいたします。

条例POINT 新規（2026年4月～）施設のみ適用

事業者名の公表
（法令違反の事業者について氏名等を公表）

区独自の罰則規定なし※法律による罰則あり民泊

4.違反者への罰則

金曜午後～日曜午前のみ営業可
管理者が常駐すれば実施の制限を緩和

年間180日間のみ営業可※旅館業は法律に沿って365日の営業が可能民泊

3.実施の制限

30分以内に
駆けつけて対応（条例）

管理者等の常駐を
義務付け

管理者の常駐義務1.

緊急時に30分程度で駆けつけ
（区ガイドライン）

民泊
規定なし

10分程度で駆けつけ

旅館

周辺20メートルへの
住民説明会の開催または戸別訪問

周辺10メートルへの
ポスティング

民泊
周辺10メートルへの住民

説明会の開催または戸別訪問

旅館

2.周辺住民への事前説明

付帯決議 POINT
１．早期に規則・要綱を整備し、
　　指導・立入検査・業務停止命令等の手順を明確化すること
４月１日の条例施行を前に、必要な規則や実施要綱等の策定・改正を行い、区民、事業者へ
の周知徹底を図ることを求めました

２．不適切事業者の取締り強化へ、監視員の増員やパトロールなど
　　庁内横断の監視体制を強化すること
本付帯決議を受け、全庁の部長級以上の幹部職員等が招集され、「第一回民泊対策全庁調
整会議」が開催されました

３．終日稼働の相談・通報窓口を設置し、周知徹底すること
視察した京都市では、大手旅行会社と連携した民泊相談窓口を設置しています。24 時間稼
働の緊急通報窓口を設けることで、地域住民の不安を解消することを目的としています

４．毎年度の実態調査と議会報告を行い、必要に応じ条例を見直すこと
条例を制定して終わりではなく、この条例がどのような影響・効果を及ぼしているのか、毎年度
検証することを求めました

「付帯決議」とは
　付帯決議とは、条例や予算などの議案を可決する際に、議会として行政へ特に求めたい事項を示す決議です。
条例そのものには書き込めない運用面での要望や、体制強化への指針を明確に伝える役割があります。法的拘
束力こそありませんが、行政が重く受け止めるべき「議会の公式な意思」として扱われます。
　今回の民泊関連条例に付した付帯決議では、監視体制の強化、24 時間の相談・通報窓口の設置、不適
切事業者への厳正対応、毎年度の実態調査と議会報告など、地域の安心・安全を守るために重要な点を議
会として区に明確に求めました。
　墨田区における民泊制度が住環境に悪影響を及ぼさないよう、今後も実効性ある対策を継続して要望してまい
ります。


